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1 はじめに

我々は、エッジ型の情報収集支援技術へ、ユーザの

視野を広げる機能を付加することを目指している。

ネットワークコンテンツとその利用については、ユー

ザの意図理解、集団的な行動の解析が行われている [1,
2]。Google検索と Amazon推薦などプラットフォーマ
のセンター型情報収集サービスは、センターに個人情

報を集積することで高い性能を誇っている。

一方、集団的な行動を利用するために、利用者の類

型化（視野の固定化）が進むことは避けられない。

我々は端末に個人の情報収集クエリを持つ個人情報

フィルタ [3]を基礎に、通信を介して個人クエリ（個人
プロファイル）を柔軟に相互利用できるエッジ型サー

ビスを構想している。

今回、情報収集支援と視野拡大の両立が可能かを調べ

る予備実験を行ったので結果を報告する。実験は、ユー

ザに複数の映画への興味の有無を示してもらい、個人

クエリを半自動生成する方法をとった。

2 構想

本研究の背景には、次のような問いがある。全体を

把握しきれない程膨大な情報を前にした時に、人はど

う行動し、どう変わってゆくのだろうか？その変化は

常に好ましいものなのだろうか？

社会心理学分野で研究されているこの問いに正確に

答えることは難しいが、膨大な情報の利用を通してユー

ザの視野が広がることは好ましい変化の方向の一つで

はないかと我々は考え、本研究を構想した。

2.1 視野拡大支援方法と効果の把握

まず、各ユーザの視野を把握するために、ユーザ個

人に適応する個人情報フィルタを考える。各個人情報

フィルタの中にある個人クエリは、対応するユーザの

個人視野を表している。したがって、この個人クエリ
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を実効的に広げることができれば、ユーザへより広い

視野に基づいて情報提供ができる。

個人クエリを実効的に広げる方法の一つは、ユーザ

αの個人情報フィルタが興味の似通った他者 βの個人

クエリを利用する方法である。今、ユーザ α, βの個人

情報フィルタの出力がコンテンツ aに対する各ユーザ

の興味の度合いの推定値C(α, a),C(β, a)であるとする。
このとき、簡単な他者の個人クエリの利用法は、ユー

ザ αに対する興味の度合いの推定値を

C+(α, a) = C(α, a) +
∑
β

S (α, β)C(β, a) (1)

と置き換える方法である [4]。ここで、S (α, β)は、ユー
ザ α, βの興味の類似性を表す係数である。

映画の推薦を例に、ユーザ αの興味が「コメディ」や

「アニメ」に著しく偏っており、ユーザ βの興味が「コ

メディ」と「アクション」であったとしよう。この時、

「アクション」映画は、ユーザ αの個人情報フィルタだ

けでは無視されるが、他者の個人クエリを利用する場

合にはユーザ βの興味を介して拡大推薦ができる。こ

のような拡大推薦が、ユーザにとって視野拡大のチャ

ンスとなる。

この拡大推薦した「アクション」映画に対して、ユー

ザ αが興味を示さなければそれはただのノイズである

が、興味を示せばユーザ αの個人情報フィルタの個人

クエリが肯定的に変化する。この把握可能な肯定的変

化を、我々はユーザの視野拡大と解釈する。

我々の研究のポイントは、

• 他のユーザの個人クエリの利用が視野拡大に繋が
るか？

• 繋がる場合、どのようなユーザ α, βの興味の類似
性を表す係数 S (α, β)を選ベばよいか？

を調べることである。

2.2 エッジ型情報収集支援

ここでいうエッジ型は、図 1に示したように、コン
テンツはセンターに置かれるが、個人クエリを含む個

人情報フィルタは各ユーザの端末に置かれていること

を言う。前節の視野拡大支援は、各ユーザ端末が P2P
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図 1: 端末に個人情報を置くエッジ型システムの概念図

通信を介してユーザの個人情報フィルタの出力、すな

わちコンテンツ aに対する各ユーザの興味の度合いの

推定値C(−, a)を共有しさえすれば実現できる。個人ク
エリの共有もしくはセンター管理は必要ない。

このような機能を端末に実装するためには、個人情

報フィルタは計算量と必要とするメモリ量が少ないこ

とが好ましいので、個人適応型情報フィルタ INSOPを
採用した [3]。

3 １次試作

今回の１次試作に当たっては、ユーザ α, βの興味の

類似性を表す係数 S (α, β)の検討を行うこともあり、学
内ネットワークに接続したセンター型システムとして

試作した。その中核となる個人クエリを相互に利用でき

る個人情報フィルタは、CGIを用いたWebアプリケー
ションとして Pythonで実装した。
対象とするコンテンツは映画とした。映画タイトル

とインターネット上に公開されている説明文を図 2の
ように表示し、ユーザの興味の有無が入力できるよう

にした。
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図 2: 試作情報システムのインタフェースの概念図

各映画には、説明文から抽出した映画の特徴を表す

キーワードが振られており、ユーザの興味の有無との関

係を個人クエリとして個人適応型情報フィルタ INSOP
の学習アルゴリズムで獲得する。そして、その評価ア

ルゴリズムで、各映画 (a = 1, 2, · · ·)に対するユーザ α
の興味の度合い C(α, a)を推定する。
ユーザ α, βの興味の類似性を表す係数 S (α, β)につい
ては、今回は、ユーザ α, βの興味の度合いの推定値の

相関係数とした [4]。

4 予備実験

異なる人物が同一カテゴリ（SF）の映画を興味ある
ものとして選択した場合の興味の度合いの推定値の相

関係数は

r = 0.53

となった。そして、式 (1)の興味の度合い推定値により
見落としていたカテゴリ（SF)の映画が上位にリスト
アップされることが確認された。具体的には、ユーザ

αが見落としていた SFの映画（例として SF、コメディ
要素を含む「ギャラクシークエスト」など）を上位に

推薦できていることを確認した。

これにより、他者の個人クエリの利用により、個人

クエリの変化（ユーザの視野拡大）促進の可能性が示

された。

5 まとめ

個人クエリを相互に利用できる個人情報フィルタを

CGIを用いたWebアプリケーションとして実装し、ユー
ザ視野拡大促進の可能性が示された。学会においては、

より詳細な実験結果の報告を行いたい。
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